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(57)【要約】
　本発明は、音発生要素と、この音発生要素の前にカバ
ーとして装着され、光学的に透明な領域を有しているグ
リルとを含んだスピーカーに関する。この場合、前記音
発生要素と前記グリルとの間に、照明時に前記グリルの
前記光学的に透明な領域を通じて視認可能な少なくとも
１つの照明要素が装着されている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音発生要素（１０４）と、この音発生要素（１０４）の前にカバーとして装着され、光
学的に透明な領域（１０６）を有しているグリル（１０１）とを含み、前記音発生要素（
１０４）と前記グリル（１０１）との間に、照明時に前記グリル（１０１）の前記光学的
に透明な領域（１０６）を通じて視認可能な少なくとも１つの照明要素（１０５）が装着
されているスピーカー（１０３）。
【請求項２】
　前記グリル（１０１）が格子状の格子構造を有していることを特徴とする、請求項１に
記載のスピーカー。
【請求項３】
　前記音発生要素（１０４）が膜であることを特徴とする、請求項１に記載のスピーカー
。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの照明要素（１０５）が発光ダイオードであることを特徴とする、
請求項１に記載のスピーカー。
【請求項５】
　格子状の格子構造で配置されている複数の照明要素（１０５）が設けられ、前記照明要
素の前記格子構造の格子間隔が前記グリル（１０１）の前記格子構造の格子間隔に対応し
ていることを特徴とする、請求項１に記載のスピーカー。
【請求項６】
　前記スピーカーがドライバーのための指示計器装置として動力車両内で使用されること
を特徴とする、請求項５に記載のスピーカー。
【請求項７】
　前記動力車両が単軌道動力車両であることを特徴とする、請求項６に記載のスピーカー
。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　特許文献１から、表示装置を備えた自動二輪車が知られている。この場合、電子装置が
少なくとも１つの状態パラメータを監視し、予め決められた状態パラメータがあれば信号
が生成され、その際信号は表示装置を起動させる。表示装置の少なくとも一部分は、自動
二輪車の風防内に統合され、或いは、風防によって形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００２】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０２００６０５０７６４号明細書
【発明の概要】
【０００３】
　本発明は、音発生要素と、この音発生要素の前にカバーとして装着され、光学的に透明
な領域を有しているグリルとを含んだスピーカーに関し、この場合前記音発生要素と前記
グリルとの間に、照明時に前記グリルの前記光学的に透明な領域を通じて外側から視認可
能な少なくとも１つの照明要素が装着されている。膜とグリルとの間にいずれにしても存
在していることが多い自由な容積の中に照明要素を装着することにより、構成空間を節約
して照明要素を配置することが可能である。
【０００４】
　本発明の有利な構成は、グリルが格子状の格子構造を有していることを特徴としている
。
【０００５】
　本発明の有利な構成は、音発生要素が膜であることを特徴としている。
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【０００６】
　本発明の有利な構成は、少なくとも１つの照明要素が発光ダイオードであることを特徴
としている。
【０００７】
　本発明の有利な構成は、格子状の格子構造で配置されている複数の照明要素が設けられ
、照明要素の格子構造の格子間隔がグリルの格子状の格子構造の格子間隔に対応している
ことを特徴としている。
【０００８】
　本発明の有利な構成は、スピーカーがドライバーのための指示計器装置として動力車両
内で使用されることを特徴としている。
【０００９】
　本発明の有利な構成は、動力車両が単軌道動力車両であることを特徴としている。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　図面は図１を含んでいる。
【００１１】
【図１】本発明をベースにしたスピーカーの概略構成を側面図で示したものである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明は、特に単軌道動力車両において、特に自動二輪車において、視覚指示計器装置
をスピーカーに統合することに関わる。この場合、たとえば、組合せ計器の中または横に
装着されているラジオのスピーカーまたは他の音響情報提供器のスピーカーを問題にし得
る。通常のスピーカーは格子状のカバーを有し、カバーはグリルとも呼ばれる。グリルの
開口部を通じてスピーカーの音響信号が外部へ達する。これら開口部は同時に、スピーカ
ーの内部で生成される光学信号または視覚信号を外部へ到達させるためにも適しており、
したがってドライバーにスピーカーの音響情報以外に視覚情報をも供給するためにも適し
ている。このため、たとえばスピーカーの膜とグリルとの間に光学的照明手段を装着する
ことができ、光学的照明手段は、照明状態ではグリルを通じて外側から視認可能であるが
、しかし非動作状態または暗い状態ではドライバーから見えない。この照明手段は同様に
格子状の構造で配置されていてよく、格子状の構造はスピーカーの内部に次のように装着
されており、すなわち個々の照明要素がグリルの個々の開口部の下方に装着されているよ
うに、したがって照明状態ですべてが視認可能であるように装着されている。したがって
、個々の照明要素を個別に起動することによって模様、シンボルまたは数字を模写してド
ライバーに伝えることもできる。照明要素は点滅するように起動したり、異なる色で起動
してもよい。
【００１３】
　図１には、スピーカーを横から見た横断面図が図示されている。１００はスピーカー１
０３のハウジングを表しており、スピーカーの音波は特にグリル１０１を通じて外側へ放
射される。スピーカーの磁石は１０２で表され、１０４は音発生面を形成してスピーカー
１０３の縁に固定または張設されている膜を表している。音を発生させる膜１０４と、ハ
ウジングからの音出しを行う穴１０６を備えたグリル１０１との間には、複数の照明要素
１０５を備えた層がある。図示した横断面図では４つの照明要素１０５が図示され、これ
らの照明要素はそれぞれ音出口穴１０６の下方中央部に位置決めされている。これらの照
明要素は非動作状態で暗く、外側からグリルを通じて知覚できず、または、ほとんど知覚
できない。動作状態または照明状態では、照明要素の光学信号を外側からグリルの穴を通
じて視認できる。この種のスピーカーは、たとえば組合せ要素の横の側部に、ドライバー
側にグリルを備えたスピーカーを有する自動二輪車に適している。これにより、スピーカ
ーを、組合せ計器に警告ランプ用の付加的なスペースを設ける必要なしに、ドライバーに
視覚的な情報または警告を与えるためにも同時利用することができる。
【符号の説明】
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【００１４】
　　１０１　グリル
　　１０２　磁石
　　１０３　スピーカー
　　１０４　膜（音発生要素）
　　１０５　照明要素
　　１０６　音出口穴（光学的に透明な領域）

【図１】
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【国際調査報告】
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